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一　

般　

質　

問

第
２
回
定
例
会
は
、
11
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
、
各
議
員
が
指
定
し
た
質
問
事
項
と
そ
の
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
十
和
田
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
、
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
（
９
月
掲
載
予
定
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議　

員　

上
十
三
・
十
和
田

湖
広
域
定
住
自
立
圏
は
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
、
今

年
度
か
ら
具
体
的
な
取
り
組

み
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
推

進
に
当
た
り
、
市
長
の
思
い

は
。

市　

長　

定
住
自
立
圏
の
取

り
組
み
は
短
期
的
な
利
益
を

求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
十

年
、
二
十
年
先
を
見
据
え
た

中
長
期
的
な
も
の
で
す
。
圏

域
構
成
市
町
村
と
連
携
し
、

急
速
に
進
む
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
の
中
で
も
生
活
機

能
を
確
保
し
、
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

圏
域
の
形
成
を
図
る
と
と
も

に
、
こ
の
圏
域
が
持
つ
豊
か

な
地
域
資
源
を
複
合
的
に
活

用
し
、
よ
り
一
層
の
発
展
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
、
中
心
市
と

し
て
果
た
す
役
割
を
し
っ
か

り
と
自
覚
し
、
圏
域
自
治
体

の
調
整
を
図
る
た
め
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
責
任
感
を
持

ち
、
共
同
中
心
市
で
あ
る
三

沢
市
と
緊
密
に
連
携
、
協
力

し
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

議　

員　

青
橅
山
バ
イ
パ
ス

の
完
成
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

市　

長　

災
害
に
よ
り
、
た

び
た
び
通
行
ど
め
に
な
っ
て

い
た
国
道
一
〇
三
号
が
安
全

に
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

奥
入
瀬
渓
流
の
渋
滞
解
消
や

排
気
ガ
ス
等
に
よ
る
樹
木
へ

の
影
響
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
奥
入
瀬
渓
流
の
通
行

を
規
制
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
れ
ば
、
新
た
な
観
光
資
源

に
な
る
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

議　

員　

市
民
参
加
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
。

市　

長　

市
民
、
議
会
、
行

政
の
協
働
に
よ
る
市
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

多
様
化
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
や
、
迅
速
か
つ
的

確
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目

指
し
、
地
域
づ
く
り
や
町
内

会
活
動
、
市
民
活
動
支
援
情

報
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

連
す
る
業
務
を
集
約
し
、
市

民
活
動
の
積
極
的
な
支
援
を

行
う
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
を

設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
元

気
な
十
和
田
市
づ
く
り
市
民

活
動
支
援
事
業
は
、
コ
ー
ス

の
新
設
や
予
算
額
を
ふ
や
す

な
ど
の
拡
充
を
し
て
い
ま
す
。

議　

員　

駒
っ
こ
ラ
ン
ド
は

冬
季
の
誘
客
に
苦
労
し
て
い

る
。小
さ
な
子
供
た
ち
を
対

象
に
、
ス
キ
ー
や
そ
り
遊
び

が
で
き
る
よ
う
な
場
を
設
け

て
は
ど
う
か
。

観
光
商
工
部
長　

そ
り
遊
び

な
ど
を
す
る
雪
の
滑
り
台
は
、

集
客
に
有
効
で
あ
る
と
と
も

に
、親
子
で
気
軽
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、雪
を

盛
り
上
げ
る
な
ど
の
方
法
で

設
置
す
る
よ
う
、
指
定
管
理

者
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

議　

員　

市
道
牛
泊
前
谷
地

線
の
大
学
通
り
か
ら
北
側
で

は
、交
差
点
で
の
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
る
。今
後
の
交

通
規
制
対
策
や
道
路
整
備
は
。

建
設
部
長　

事
故
が
多
い
こ

と
は
認
識
し
て
お
り
、一
時
停

止
カ
ラ
ー
ゾ
ー
ン
の
設
置
を

計
画
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
一

時
停
止
等
の
交
通
規
制
は
公

安
委
員
会
の
所
管
な
の
で
、

速
や
か
に
協
議
を
進
め
、
安

全
対
策
を
講
じ
ま
す
。

議　

員　

市
道
牛
泊
前
谷
地

線
に
つ
い
て
、稲
生
川
の
橋
設

置
は
。

建
設
部
長　

今
年
度
、ボ
ッ
ク

ス
カ
ル
バ
ー
ト
橋
に
て
施
工

す
る
予
定
で
す
。公
安
委
員

会
と
の
協
議
で
は
、架
橋
に
伴

う
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
供
用
後
の
交
通
状
況
を

見
て
か
ら
と
し
、
当
面
は
規

制
標
識
で
対
応
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

議　

員　

福
島
県
会
津
若
松

市
で
は
、
水
道
事
業
の
第
三

者
委
託
に
よ
り
、
年
間一億
三

千
七
百
万
円
の
削
減
効
果
が

あ
っ
た
。当
市
で
も
実
施
す
る

考
え
は
。

市　

長　

現
在
、
簡
易
水
道

の
上
水
道
編
入
、
老
朽
管
の

更
新
及
び
耐
震
化
等
の
計
画

的
な
整
備
と
集
中
管
理
体
制

の
構
築
に
よ
る
水
質
監
視
強

化
と
、
管
理
の
一
元
化
に
よ
る

維
持
管
理
経
費
の
削
減
を

図
っ
て
い
ま
す
が
、
水
需
要
の

落
ち
込
み
な
ど
に
よ
り
、一
層

の
経
営
努
力
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。第
三
者
委
託
に
つ
い

て
は
、
将
来
的
な
課
題
と
し

て
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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沢
市
と

　
　
　
　
　

一
丸
で
取
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設置に向け、指定管理者と
　　　　　　　　協議する

駒っこランドに雪の滑り台を
議　

員

観
光
商
工
部
長

市　

長

議　

員

建
設
部
長

議　

員

建
設
部
長

議　

員

リーダーシップで、圏域の連携を

議　

員

市　

長

市　

長

議　

員

市　

長

議　

員

早急に安全対策を

※

※ボックスカルバート：地中に埋設される箱型の構造物で、道路、水路などの収容に使用される。


